
減災のための目標（案）について
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減災のための目標（案）
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平鹿地域の県管理河川は、山間部を流下する河川特有の流下型の氾濫と平野部における拡散型
の氾濫といった河川特性を持ち、近年頻発している集中豪雨により急激な水位上昇を生ずる恐れがあ
り、迅速な防災行動を求められることが想定される。今後発生しうる大規模水害から人命を守るため、

『迅速かつ確実な避難を可能にする地域防災力の向上』
を目標とする。

５年間で達成すべき目標（案）

※大規模水害･･･想定しうる最大規模降雨に伴う洪水氾濫による被害



目標達成のための取組（案）

■ハード対策
○流下能力の確保に向けた改修の推進と維持管理の強化
・河川改修の継続実施
・計画的な州ざらいの実施

○避難行動・水防活動に資する基盤等の管理・更新
・水位計、雨量計および情報収集・提供機器の更新・改良等

■ソフト対策
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平鹿地域県管理河川減災対策協議会のスケジュール（案）

【協議会】

第１回 平成２９年６月２６日
・現状のリスク情報や取組状況の共有
・減災のための目標（案）の設定
・ホットラインの構築（水位周知河川等）
・「取組方針」検討の進め方の決定

第２回 平成２９年１２月頃
・「取組方針」の策定
・ホットラインの構築（追加河川等）

第３回 平成３０年５月頃
・「取組方針」に基づく対策実施状況の確認

※毎年、本格的な出水期前（５月頃）に協議会を
開催し、フォローアップを行う。

【幹事会】

第２回 平成２９年１１月頃
・「取組方針」（案）の検討
・ホットラインの構築（追加河川等）の検討

第１回 平成２９年８月
・現状のリスク情報・取組状況の課題整理
・目標達成のための取組項目（案）検討

※開催前に各市町村へ課題アンケート実施

第３回 平成３０年３月頃
・対策実施状況のとりまとめ
・対策年次計画（案）の検討
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